







































































による返し技 ○ × ○ ×
短刀不所持の腕




































② 相構当 　正面当に同じ 　正面当に同じ 　正面当に同じ
③ 逆構当 　正面当に同じ 　正面当に同じ 　正面当に同じ












































































































  ｢有効｣ の状態か
ら、相手が膝をつく。

















































  ｢技有｣ の状態を、
施技者の体の移動に



































































































































































































































KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.33)
そこで今後の合気道競技の方向性としては「捌き」「崩し」「つくり」「掛け」に光を
当てた合気道競技の根本部分を忘れることなく、そして技の先取制の良さを残しつつ
「一本」重視の考え方を合わせていくことが望ましいと考える。
つまり「一本」以外の技を先取された場合には、先取した技の効果を認め、一連の攻
防の中での返し技が先取された技よりも大きな効力で極まった際には、後取の技の効
果も認めることにすれば、合気道競技は益々魅力のある充実した武道になると考え
る。
「安全性」や「捌き」「崩し」「つくり」「掛け」といった合気道競技の特性、競技を第
三者が見た場合に技の攻防がどう映るのか、競技としての技の醍醐味はどうか等、具
体的な方策については多角的に今後十分に検討する価値は大いにあると考える。
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